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論文内容の要旨

〔目的〕

腸管寄生原虫である赤痢アメーパ (Entamoeba histolytica) によるアメーパ症の診断には，糞便

材料塗抹標本の顕微鏡的検査による栄養型あるいは嚢子の検索及び同定が必須であるが，血清材料を

用いた免疫学的診断法も重要である。現在では，無菌培養した栄養型を抗原として酵素抗体法

(ELISA) 等が用いられているが，虫体抗原の詳細な解析は，免疫学的診断法の特異性や感度を向上

させるための基礎的な研究として重要である。幾つかの研究において，患者によって主要抗原として

認識される数種のポリペプタイドの存在が報告されているが，それらがアメーパ症の診断の基準とな

りうるかどうかという点については，依然不明な部分が残されている。そ乙で本研究では Western

blotting法を用い，虫体の複雑な抗原蛋白質の中から，免疫学的診断の際に基準となり，かつ診断用

抗原として用いる乙とのできる主要抗原ポリペプタイドの存在を明らかにする乙とを目的とした。同

時に，虫体より抽出した mRN A in vitro 翻訳産生物の抗原性についても同様の検討を加えた。

〔方法〕

赤痢アメーパHM-l: IMSS株栄養体の全虫体成分をSDS-PAGE'とよりゲノレ中に展開後， PVDH 

膜に電気的に転写した。乙れに免疫ウサギ血清および47例のアメーパ症患者血清と，陰性対照として

正常ウサギ血清および 3 例の健康人血清と反応させ，出現バンドの観察と，その出現頻度，各バンド

の相互関係および臨床像との関連について検討した。さらに同栄養型から mRNA を精製し， 乙れを

ウサギ網状赤血球ライセートを用いin vitro において翻訳させた。 乙の翻訳産生物と，免疫ウサギ血
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清および， 47例の患者血清中でELISA において高い抗体価を示した 22例の患者，そして 3 例の健康

人血清との免疫沈降物の SDS-PAGE フルオログラフィーを行ない，出現バンドの解析，および

Western -bl otti ng法による解析結果との比較検討を行なった。

〔成績〕

1. 全虫体成分を用いた，免疫ウサギ血清および、患者血、清のWestern-bl ottingで、は，分子量 160Kd，

58Kd, 52Kd, 40Kd, 37Kd, 35Kd, 33Kd, 31Kd, 26Kd, 25Kd, 22Kd, 19Kd の 12種のバン

ドが出現した。乙のうち 160Kd (89.3%) , 58Kd (93.6 労)， 33 Kd (80.9 %)のバンドの出現頻

度が高く，かっ明瞭であった。また抗体価が高い血清では，本数も多く明瞭なバンドを形成する傾

向が認められた。なお，臨床像とバンド数との関連性は認められなかった。

2. 虫体精製mRNA の in vitro 翻訳産物と免疫ウサギ血清の免疫沈降では，分子量 58Kd， 52Kd, 

40Kd, 33Kd, 25Kd, 22Kd, 19Kd, 13Kd の 8 本， 22例の患者血清とでは， 45Kd, 42 Kd, 40 

Kd, 33Kd, 31 Kd, 26Kd, 25Kd, 22Kd, 19Kd, 13Kd, 12Kd および 9Kd の 12本の主要なバ

ンドが認められた。患者血清において出現したノてンドのうち， 40Kd, 26Kd (8 1.8~ぢ)， 25Kd(95.5 

労)， 22Kd (90.9%)，および 13Kd， 12Kd, 9Kd (100 労)の出現頻度が高かった。

3. 分子量 58Kd， 52Kd, 40Kd, 33Kd, 31Kd, 26Kd, 25Kd, 22Kd, 19Kd の 9 種のポリペプ

タイドが，全虫体成分および虫体精製mRNAの仰のかo翻訳産物において共通して免疫ウサギ

血清および患者血清と反応した。

〔総括〕

1. 全虫体成分と患者血清とのWestern-blotting、法により高頻度に出現した，分子量 160Kd， 58Kd, 

33Kd のポリペプタイドが，アメーパ症の免疫応答にとって重要な主要抗原である乙とが明らかに

なった。特に 93.6%の頻度で出現した 58Kd のポリペプタイドは， Western-blotting 法における感

染の指標となり'.また診断用抗原として価値の高いものである乙とが示唆された。

2. in vitro において翻訳されたポリペプタイドのうち，患者血清との免疫沈降で809ぢ以上の頻度で

出現した 7 種が免疫応答にとって重要であり，特に全患者血清と反応した分子量 13Kd， 12Kd, 9 

Kd のポリペプタイドの診断的価値が高い乙とが示唆された。

3. 虫体精製 mRNA の in vitro 翻訳産物が，全虫体成分と分子量 58Kd から 19Kd の範囲で 9 種の

共通の抗原性を示した乙とは，今回精製した mRNA が主要な抗原性の大部分をカヴァーしている

可能性が高い乙とを示した。

論文審査の結果の要旨

最近増加傾向にある赤痢アメーパーの診断には従来の顕微鏡的検査に加えて，他の感染症同様，ア
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メーパー由来の特異抗原，及びそれに対する免疫応答の解析が重要である。本論文は47名のアメーバ

ー赤痢患者血清を材料として 無菌培養した虫体からの抽出抗原 及び虫体抽出 lとより得た mRNA

の試験管内翻訳産物中から，アメーパー患者血清の90%以上に対し免疫反応陽性を示す，数種のポリ

ペプタイド抗原を明らかにした。本知見は赤痢アメーパーの簡易診断法の確立 あるいは本感染症の

詳細な解析に有用であると考えられる。
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